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県
内
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
研
修
を
終
え
て

▲Zoom併用型で行った
　キャリアパス研修の様子

▲会場の受付の様子

図
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岐
阜
県
内
感
染
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数
の
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移（
人
）と

 

研
修
ご
と
のzoom
受
講
者
の
割
合(

％)
令
和
３
年
度

　

岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
岐
阜
県
福
祉
人
材
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、

県
内
の
福
祉
の
仕
事
に
従
事
す
る
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
的
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、

「
コ
ロ
ナ
」
）
の
影
響
を
受
け
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
た
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
を
は
じ
め
、
施
設
や
事
業
所
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
計
画
し
て
い

た
研
修
を
全
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
本
誌
の
令
和
３
年
７
月
号
及
び
10
月
号
で
一
部

ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
今
年
度
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
来
年

度
の
コ
ロ
ナ
を
意
識
し
た
研
修
運
営
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
実
施
状
況

　

今
年
度
は
、
受
講
者
が
「
会
場
受

講
」
か
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
受
講
」
を
選
択
で

き
る
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
ク
レ
ー
ム
対
応
な
ど
テ
ー
マ
ご
と
に

学
ぶ
「
課
題
別
研
修
」
は
、
昨
年
度
か

ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
型
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
階
層
別
研
修

「
福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
生
涯

研
修
課
程
」
（
以
下
、
「
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
研
修
」
）
は
、
今
年
度
初
め
て
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
併
用
型
で
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
研
修
で
は
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
研
修
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ブ
レ

イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
機
能
を
活
用
し
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
受
講
者
の
み
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
受
講
者
が
安
心
し
て
受

講
で
き
る
よ
う
、
今
年
度
か
ら
サ
ー
マ

ル
カ
メ
ラ
や
足
踏
み
式
消
毒
ス
タ
ン
ド

を
導
入
し
、
会
場
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
よ

り
強
化
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
８
月
27
日
〜
９
月
30
日
に

岐
阜
県
で
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

一
部
会
場
が
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

９
月
に
開
催
さ
れ
た
３
研
修
は
、
研
修

の
実
施
方
法
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
限
定
の
完
全

オ
ン
ラ
イ
ン
型
に
変
更
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
は
、
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
併
用
型
研
修
の
実
施
を
再
開
し

ま
し
た
が
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
受
講
を
選
択
す

る
受
講
者
の
割
合
が
高
い
状
態
が
続
い

て
い
ま
し
た
（
図
表
１
）
。
こ
れ
は
、

受
講
者
や
職
員
を
送
り
出
す
施
設
事
業

所
が
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
コ
ロ

ナ
の
動
向
を
注
視
し
て
、
研
修
の
受
講

方
法
を
検
討
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
応
じ

て
受
講
方
法
を
柔
軟
に
選
択
で
き
る
方

法
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
、
受
講
者
数

は
昨
年
度
の
約
1.5
倍
の
１
，４
９
５
名
と

な
り
、
よ
り
多
く
の
方
に
受
講
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
（
図

表
２
）
。
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受
講
者
の
反
応

　

研
修
後
の
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
型
研
修
に
つ
い
て
聞
い

た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
結
果
で
し
た

（
図
表
３
）
。
受
講
者
の
75
・
４
％
が

「
こ
れ
か
ら
も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
型
を
続

け
て
ほ
し
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
78
・
４
％
の
受
講
者
が
「
感
染

症
収
束
後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

　
良
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、
会
場
受
講

者
か
ら
は
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
操
作
に
慣
れ

て
お
ら
ず
、
会
場
で
受
講
で
き
て
良

か
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
に
不
慣
れ
な
方
や
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
受

講
が
で
き
る
環
境
が
な
い
方
か
ら
は
、

今
後
も
会
場
受
講
を
望
む
声
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
受
講
者
か
ら

は
、
「
研
修
会
場
ま
で
移
動
し
な
く
て

よ
い
た
め
時
間
を
有
意
義
に
使
え

た
。
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
は
コ
ロ
ナ
対
策
だ
け
で
な
く
、
遠
方

か
ら
参
加
す
る
受
講
者
の
負
担
軽
減
に

も
大
き
く
役
立
ち
ま
し
た
。
他
に
も
、

「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
チ
ャ
ッ
ト
機
能
で
、
講

師
に
質
問
し
た
り
、
他
の
受
講
者
と
意

見
交
換
が
し
や
す
い
」
と
い
う
意
見
や
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
研
修
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
受
講

者
か
ら
は
、
「
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー

ム
機
能
を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
、

他
の
受
講
者
と
交
流
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
受
講
者
同
士

の
交
流
を
喜
ぶ
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
会
場
受
講
者
か
ら
は

「
会
場
受
講
者
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

受
講
者
同
士
の
意
見
交
換
を
し
た
い
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
会
場
受
講
者

は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
な
く
個
人

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
受
講
と

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
受
講
、
ど
ち
ら
を
選
択
し
て

も
、
受
講
者
同
士
の
交
流
が
で
き
る
研

修
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
研
修
で
初
め
て

行
っ
た
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト

ル
ー
ム
機
能
を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
、
会
場
集
合
型
研
修
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
と
は
違
い
、
受
講
者
は
他
の

グ
ル
ー
プ
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
「
他
の
グ
ル
ー
プ
の
進
捗

状
況
が
見
え
ず
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

進
め
方
が
分
か
り
づ
ら
か
っ
た
」
や

「
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
ま
と
め
る
前
に

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
時
間
が
終
わ
っ
て

し
ま
い
、
時
間
が
足
ら
な
か
っ
た
」
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
進
め
方
が
新
た
な
課

題
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
研
修
実
施
に
向
け
て

　
今
年
度
実
施
し
た
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
型

研
修
の
継
続
を
望
む
声
が
多
く
あ
る
こ

と
か
ら
、
来
年
度
以
降
の
研
修
も
引
き

続
き
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
型
研
修
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
し
か
し
、
会
場
受

講
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
受
講
、
受
講
者
が
ど
ち

ら
を
選
択
し
て
も
満
足
で
き
る
よ
う
、

今
年
度
い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と
に
、

さ
ら
に
実
施
方
法
を
工
夫
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
は
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
研
修

だ
け
で
な
く
、
課
題
別
研
修
も
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
、
会

場
で
は
受
講
者
席
に
ア
ク
リ
ル
板
を
設

置
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底
し
た
う
え

で
、
会
場
受
講
者
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
え
る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
受
講
者
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
受
講
者
が
ス

ム
ー
ズ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
研
修
前
に
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ

ト
ル
ー
ム
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
内
容
を
配
布
し
た

り
、
１
グ
ル
ー
プ
あ
た
り
の
人
数
を
調

整
す
る
等
、
更
な
る
工
夫
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
研
修
を
行
っ
て
い
る
様
子
や
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ
い
た
受
講
者
の

声
を
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

紹
介
し
、
研
修
会
場
以
外
で
の
受
講
者

同
士
の
交
流
の
場
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、

様
々
な
方
法
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
会
研
修
は
、
こ
れ
か
ら
も
県
内
の

施
設
や
事
業
所
の
皆
様
に
と
っ
て
、
職

員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
役
立
つ
も
の
、
岐
阜
県
内
各
事
業

所
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
繋

げ
る
も
の
で
あ
り
つ
づ
け
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

図表３　受講者アンケートの結果

今後のZoom併用型研修について
a これからも併用型を続けてほしい

　　ア.感染症が続くまで

　　イ.感染症収束後も継続して

b 会場受講とZoom受講は別々にした方がいい

c 収束後は従来の会場集合型に戻した方がいい

d その他

無回答
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令
和
３
年
度　

事
業
の
紹
介
に
つ
い
て

岐
阜
県
セ
ル
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

▲「福祉の杜 inカラフルタウン岐阜」での
出店販売の様子

▲「ＳＤＧｓじゅうろくマルシェ」での
出店販売の様子

▲「福祉の杜 inマーサ21」での
出店販売の様子

　

岐
阜
県
セ
ル
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
に
つ
い
て

　
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
（
セ
ル
プ
）
と
は
、
働
く

意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
障
が
い
等
の
理

由
に
よ
り
民
間
企
業
等
に
就
職
す
る
こ

と
が
難
し
い
人
々
の
た
め
の
就
労
の
場

の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
自
助
自
立
を
意

味
す
る
英
語
「
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｆ 

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
」

か
ら
の
造
語
で
あ
り
、
ハ
ン
デ
ィ
に
負

け
ず
社
会
的
自
立
を
果
た
そ
う
と
す
る

人
た
ち
の
決
意
が
こ
の
言
葉
に
は
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

　

岐
阜
県
セ
ル
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
に
お
け
る

生
産
・
販
売
活
動
を
一
層
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
８
年
９
月
に

発
足
し
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
は
、
公

共
機
関
・
民
間
企
業
等
か
ら
の
受
注
を

確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、 

障
が
い
者
就

労
支
援
事
業
所
を
利
用
し
て
い
る
人
た

ち
の
生
活
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

事
業
の
拡
大
・
発
展
を
目
指
し
て
い
ま

す
。 

　

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所

　
　

商
品
の
販
売
事
業
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
で
の
展
示
販
売
会
や
他
機
関
主

催
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
、
県
内
各
地
に

常
設
し
た
店
舗
に
お
い
て
、
障
が
い
者

就
労
支
援
事
業
所
が
製
造
し
た
商
品
の

売
上
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
販
売
会
・
イ
ベ
ン
ト
出
店

▼
岐
阜
福
祉
の
杜

　
「
岐
阜
福
祉
の
杜
」
は
、
集
中
レ
ジ

方
式
を
取
り
入
れ
、
駅
や
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等
、
人
が
多
く
集
ま
る

場
所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年

度
は
、
年
９
回
、
合
計
43
日
間
に
わ
た

り
開
催
し
、
各
回
と
も
約
20
事
業
所
の

商
品
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
う
影
響
に
よ
り
、
来
客
数
が
伸
び
ず
、

今
年
度
の
売
上
は
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

各
事
業
所
が
「
魅
せ
る
売
り
場
づ
く

り
」
に
取
り
組
み
、
商
品
陳
列
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
最
後
の
福
祉
の
杜
は
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
各
務
原
で
、
２
月
15
日

（
火
）
か
ら
２
月
18
日
（
金
）
ま
で
開

催
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
十
分
に
行
っ
て
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
、
本
紙
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
じ
ゅ
う
ろ
く
マ
ル
シ
ェ

　
12
月
14
日
（
火
）
に
十
六
銀
行
名
古

屋
ビ
ル
（
名
古
屋
市
丸
の
内
）
前
で
開

催
さ
れ
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
じ
ゅ
う
ろ
く
マ

ル
シ
ェ
」
に
声
か
け
い
た
だ
き
、
３
事

業
所
が
出
店
し
ま
し
た
。
県
外
で
開
催

さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
へ
の
初
め
て
の
出
店

で
し
た
が
、
多
く
の
方
に
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
き
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
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今
後
も
積
極
的
に
県
外
で
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

▼
Ｏ
Ｋ
Ｂ
ふ
れ
あ
い
会
館

　
Ｏ
Ｋ
Ｂ
ふ
れ
あ
い
会
館
２
階
で
、
ア

ト
リ
ウ
ム
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
る
毎
週

火
曜
日
や
、
土
・
休
日
に
年
に
数
回
開

催
さ
れ
る
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
合
わ

せ
て
、
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
が

出
店
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
家
族

連
れ
の
方
で
賑
わ
い
、
手
作
り
パ
ン
や

お
菓
子
を
中
心
に
売
れ
行
き
が
好
調
で

す
。

▼
岐
阜
県
庁

　
岐
阜
県
庁
１
階
で
、
毎
週
木
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
昼
食
販
売
、
お
よ
び
月
１

回
、
第
３
金
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
展
示

販
売
に
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
が

出
店
し
て
い
ま
す
。

　
昼
食
販
売
で
は
、
各
事
業
所
の
手
作

り
パ
ン
や
キ
ッ
シ
ュ
等
を
販
売
し
て
お

り
、
ま
た
展
示
販
売
で
は
、
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
、
ク
ッ
キ
ー
等
の
食
品
か
ら
靴

下
、
雑
貨
等
さ
ま
ざ
ま
な
手
作
り
商
品

を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
県
庁
職
員
を

は
じ
め
一
般
の
方
に
も
、
幅
広
く
ご
購

入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

②
常
設
店
舗

　
ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園
（
美
濃
加
茂
市

山
之
上
町
）
、
Ｏ
Ｋ
Ｂ
牧
場
（
大
垣
市

郭
町
）
、
岐
阜
県
美
術
館
（
岐
阜
市
宇

佐
）
、
各
務
原
市
中
央
図
書
館
（
各
務

原
市
那
加
門
前
町
）
の
４
会
場
の
一
角

で
、
常
時
セ
ル
プ
商
品
を
販
売
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て

▼
「
﹇
企
業
・
店
舗
＆
障
が
い
者
就

　

労
支
援
事
業
所] 

セ
ル
プ
（
ビ
ジ

　

ネ
ス
）
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
ｉ
ｎ

　

オ
ン
ラ
イ
ン
」
の
開
催

　

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
で
は
、

一
般
企
業
・
店
舗
を
対
象
に
、
障
が
い

者
就
労
支
援
事
業
所
が
提
供
で
き
る
作

業
や
商
品
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
＝
商
談
会
を
、

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
に
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

▼
商
品
研
究
・
開
発

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
派
遣
、
研
修
会

な
ど
を
実
施
し
、
セ
ル
プ
商
品
の
質
の

向
上
や
生
産
技
術
向
上
の
た
め
の
支

援
・
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
セ
ル
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
引
き
続
き
障
が

い
者
就
労
支
援
事
業
所
へ
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
が
、
来
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
販
売
機
会

の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
後
日
紹
介
予
定
）

　
今
後
も
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

い
く
予
定
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

▲ＯＫＢふれあい会館「クリスマスフェスティバル」での
出店販売の様子

▲「ぎふ清流里山公園」での常設店舗の様子

▲県庁「昼食販売」での出店販売の様子

お
問
い
合
わ
せ

岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

岐
阜
県
セ
ル
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８‐

２
０
１‐

１
５
６
１
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福
祉
の
職
場
の
離
職
問
題

   

〜
そ
の
対
策
は
〜（
そ
の
５
）

『
福
利
厚
生
の
充
実
』

　
今
月
は
、「
福
利
厚
生
の
充
実
」が
人

材
定
着
に
つ
な
が
っ
て
い
る
県
内
の

福
祉
事
業
所
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　　

福
利
厚
生
に
つ
い
て
は
、
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
る
制
度
以
外
の
各
法

人
で
導
入
さ
れ
て
い
る
制
度
が
定
着

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　

垂
井
町
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
白

寿
会
で
は
、
１
日
10
時
間
労
働
の
週

４
日
勤
務
（
つ
ま
り
週
休
３
日
）
制

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

人
手
が
不
足
す
る
朝
夕
食
事
時
の
利

用
者
へ
の
勤
務
シ
フ
ト
を
勤
務
時
間

内
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

残
業
が
減
少
し
た
と
い
う
声
が
あ
り

ま
し
た
。
従
来
の
８
時
間
勤
務
と
16

時
間
夜
勤
勤
務
に
加
え
、
10
時
間
勤

務
制
も
選
択
肢
に
加
え
た
こ
と
で
、

職
員
は
、
家
庭
の
状
況
や
多
様
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
無
理
な

く
働
く
こ
と
が
で
き
、
現
在
、
い
ぶ

き
苑
別
館
勤
務
者
の
２
／
３
は
10
時

間
勤
務
制
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
10

時
間
勤
務
者
か
ら
は
、
週
休
３
日
に

な
る
こ
と
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充

実
し
た
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

各
務
原
市
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
特
定
医
療
法
人

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
で
は
、
子
育
て
世
代

の
従
業
員
支
援
と
し
て
、
事
業
所
内

保
育
所
を
運
営
し
、
週
末
・
長
期
休

暇
は
学
童
保
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。

保
育
所
を
利
用
す
る
際
に
は
、
法
人

独
自
の
託
児
料
金
ポ
イ
ン
ト
制
を
設

け
て
い
て
、
子
育
て
世
代
の
従
業
員

の
「
が
ん
ば
り
」
に
対
し
て
、
客
観

的
な
指
標
を
用
い
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

付
与
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
託
児
所

利
用
料
金
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
子
育
て
中
の
職
員
が
土
日

に
出
勤
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
加
算
が
あ

り
、
託
児
所
を
通
常
よ
り
低
い
金
額

で
利
用
で
き
る
た
め
、
子
育
て
世
代

の
や
る
気
を
喚
起
し
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
改
善
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
記
事
は
『
介

護
・
福
祉
人
材
の
定
着
事
例
集
』
か

ら
の
抜
粋
で
す
。
全
文
は
当
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
（
続
く
）

岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議
会

岐
阜
県
福
祉
人
材
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
０
５
８
）
２
７
６–

２
５
１
０

　
　
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
　
こ
ち
ら
か
ら
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「ボランティア活動保険」等改定のお知らせ令和４年度

◆【重要】ボランティア活動保険「特定感染症重点プラン」を加えて、３つのプランとします。
　ボランティア活動保険新規加入の場合、従来のプランでは補償開始日から10日以内に発病した特定
感染症に対しては補償の対象になりませんでしたが、特定感染症重点プランでは補償開始日から補償
の対象となります。

従来の加入プラン

ケガの補償

賠償の補償

死亡保険金 

後遺障害保険金 

入院保険金日額 

手術保険金
　　　　　　　　　　

通院保険金日額 

特定感染症 

地震・噴火　津波による死傷 

賠償責任保険金（対人・対物共通）

1,040万円

1,040万円（限度額）

　　 6,500円 

65,000円

32,500円

　　 4,000円 

補償開始日から10日以内は補償対象外（*） 

×　　　　　　　　　　　○

5億円（限度額） 

350円　　　　　　　　　500円年間保険料

入院中の手術

外来の手術

基本プラン 天災・地震補償プラン

令和4年度加入プラン

ケガの補償

賠償の補償

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金日額

手術保険金
　　　　　　　　　　

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火　津波による死傷

賠償責任保険金（対人・対物共通）

1,040万円

1,040万円（限度額）

  6,500円

65,000円

32,500円

  4,000円

年間保険料

入院中の手術

外来の手術

基本プラン 天災・地震補償プラン 特定感染症重点プラン

補償開始日から10日以内は補償対象外（*） 初日から補償

○

550円

○

5億円（限度額）

500円

×

350円

＊4月1日付で前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

新設

具体的な内容については、
お住まいの地域の社会福祉協議会へお問い合わせください。

ボランティア活動保険にご加入でしょうか？
ボランティア活動中の様々な事故によるケガや損害賠償責任を補償します。
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株式会社敬愛様より寄附

ありがとうございました！ありがとうございました！

　12月15日、株式会社敬愛（マックスグループ）
様へ感謝状を贈呈いたしました。
　株式会社敬愛様は、社会貢献活動の一環として
「1円チャレンジ」（毎月1回、来店者数×1円を寄
附）という取り組みをされており、平成26年６月
より本会へ毎月継続して寄附をいただいております。
　寄附金は、地域福祉の増進のため、本会事業にお
いて有効に使わせていただきます。

▲株式会社敬愛　スタッフのみなさま（写真中央右）と
県社協　小林常務理事＝県福祉・農業会館

＊本誌に対してのご意見、ご要望等ございましたら、下記までお寄せください。
発行所　社会福祉法人　岐阜県社会福祉協議会　〒500－8385　岐阜県岐阜市下奈良２－２－１

＊本誌に対してのご意見、ご要望等ございましたら、下記までお寄せください。
発行所　社会福祉法人　岐阜県社会福祉協議会　〒500－8385　岐阜県岐阜市下奈良２－２－１
TEL（058）201-1545　FAX（058）275-4858　ホームページアドレス   https://www.winc.or.jp/　購読料30円は会費に含む　毎月1回・15日発行　　　

　福祉だよりぎふ１月号に掲載しました、令和３年度岐阜県介護支援専門員実務研修受講
試験結果につきましては、掲載内容に誤りがありました。正しい合格者数は２２２名です。お詫び

より寄附
一般財団法人岐阜社会福祉事業協力会様

より寄附
　一般財団法人岐阜社会福祉事業協力会様より、
10万円の寄附をいただき、1月19日、本会より感
謝状を贈呈いたしました。
　寄附金は、地域福祉の増進のため、本会事業に
おいて有効に使わせていただきます。

▲一般財団法人岐阜社会福祉事業協力会　林　直康理事長
（写真右）と県社協　小林常務理事＝県福祉・農業会館

「岐阜福祉の杜」 開催のお知らせ

　毎回、ご好評をいただいています障がい者就労支援事
業所 商品展示販売会「岐阜福祉の杜」ですが、今年度
最後の開催を「イオンモール各務原」において行います。
　岐阜県内の障がい者就労支援事業所で作られた食品や
雑貨、日用品などを取り揃えております。新型コロナウ
イルス感染症には万全の対策を行っていますので、どう
ぞお気軽にご来場くださいますようご案内申し上げます。

「岐阜福祉の杜　ｉｎイオンモール各務原」
　期間：令和４年２月１５日（火）～２月１８日（金）
　　　　10：00～17：00
　　　　（最終日のみ10：00～16：30）
　会場：イオンモール各務原１階「センターコート」

岐阜県社会福祉協議会 施設福祉部（担当：野村）
〒500-8385 岐阜市下奈良2-2-1 TEL 058-201-1561

令和3年度
第1回イベント
開催時の様子
６月14日（月）
　　～18日（金）
イオンモール各務原

障がい者就労支援事業所
商品展示販売会

お問い合わせ先
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